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　市役所の窓口機能と、子育て支援・多世代交流機能を融合させた複合

施設である。

　黒石市は、藩政時代から続く歴史的な街並みが多く残されている。江

戸期の町割は現在も継承され、中町・横町・前町を中心に商業・業務、

交流施設等が集積したコンパクトなまちの基盤を形成している。

　計画地は、かつてまちの中心であった商業施設の跡地に位置している。

このエリアリノベーションを契機として、松の湯交流館や図書館といっ

た既存公共機能との連携により、都市の回遊性を高め、中心市街地の活

性化へ繋げることが期待されている。

　私たちは、黒石の歴史的な街並みを特徴づけている「こみせ」と「かぐじ」

に着目した。街並みをつなぐ「回廊」による施設構成や、都市の残余空

間を活用した公共の「広場」など、この都市ならではの設計手法により、

地域に溶け込む市民の居場所を創出した。　

黒石市役所 わのまちセンター　 / 市役所分庁舎・子育て支援施設・市民交流施設

［建築名称］黒石市役所 わのまちセンター

［発注者］　 黒石市

［用途］     市役所分庁舎、子育て支援施設、

           市民交流施設

［設計期間］ 2021 年 9 月～ 2022 年 11 月　

［工事期間］ 2022 年 12 月～ 2024 年 8 月

［規模］　   敷地面積　4,587.24 ㎡　

　　　　   建築面積　2,803.60 ㎡　　　

　　　　   延床面積　3,411.13 ㎡

　　　　   構造　　　鉄骨造　一部木造

　　　　　　　　　   地上 2階建　

［設計］　　 

梓･都市環境研･蟻塚設計共同体

建築／渡邉和幸　土井英尚　岩﨑奈央 (元所員 )

      内川公貴  大野整　蟻塚学

設計協力：アルキメディア建築研究所　高橋潤

構造／宮坂大祐　山田隆勝　野村愛和　

設備／久米薫　宮澤沙也加　押久保正則　太田萌佳

［施工］

建築：高樋･南特定建設工事共同企業体　　

電気設備：管電･北奥特定建設工事共同企業体

機械設備：旭冷機･桜庭設備特定建設工事共同企業体

出会いの庭 /

西側入口に面した和風庭園

出会いの庭 /

西側入口に面した和風庭園

こども遊び広場 /

遊び庭と連続する開放的な屋内広場

こども遊び広場 /

遊び庭と連続する開放的な屋内広場

遊び庭 /

ミストで夏も涼しい幼児向け広場

遊び庭 /

ミストで夏も涼しい幼児向け広場

回廊こみせ /

こみせ景観に配慮しつつ施設を有機的に繋ぐ

回廊こみせ /

こみせ景観に配慮しつつ施設を有機的に繋ぐ

横町交流館 /

横町に面する木造テナント棟。「こみせ景観を復元するきっかけ」と「まちの賑わいを」創る。

横町交流館 /

横町に面する木造テナント棟。「こみせ景観を復元するきっかけ」と「まちの賑わいを」創る。

あずまし広場 /

冬季でも利用可能な屋内広場。施設の中心として市民の交流を創出。

あずまし広場 /

冬季でも利用可能な屋内広場。施設の中心として市民の交流を創出。

かぐじスクエアより東側外観を観る /

周辺景観と調和する２枚の勾配屋根でボリュームを分節。あずまし広場を冬季も使用可能な屋内広場としてかぐじスクエアと連続させる。

かぐじスクエアより東側外観を観る /

周辺景観と調和する２枚の勾配屋根でボリュームを分節。あずまし広場を冬季も使用可能な屋内広場としてかぐじスクエアと連続させる。


